
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                  
 
＊本講習は(社)日本建築構造技術者協会のＪＳＣA 建築構造士登録更新のための評価点対象講習会(申請中)です。詳細はＪＳＣA のＨＰを参照して下さい。 
  

開催地 開 催 日 会     場 定 員 

東  京 12 月9 日(木) 
吉野石膏虎ノ門ビル3F大会議室 

東京都港区西新橋2-13-10  
６０ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       
 
 
  
 
 
 
 

時 間 割 内   容 ( 予 定 ) 講   師 

10:00～12:00 丸太組構法技術基準の解説 

「丸太組構法技術基準解説 
及び設計・計算例（2003）」 

編集委員 
13:00～15:30 丸太組構法の設計・計算例 

15:30～17:00 丸太組構法の防火関係規定の解説、技術開発の動向 

平成１２年６月１日施行の建築基準法令の改正に伴い、

平成１４年５月１５日に丸太組構法を用いた建築物又は

建築物の構造部分の構造方法（平成１４年国土交通省告示

第４１１号）が制定されました。 

 告示の制定に当たっては、旧告示（昭和６１年建設省告

示第８５９号）の仕様規定に加え、旧法第３８条に基づき

認定された構造方法の実績を踏まえた規模や構造方法の

多様化に対応した規定や時刻歴応答解析や限界耐力計算

による場合に適用すべき耐久性等関係規定についての指

定が行われました。 

  この告示に基づく丸太組構法による建築物の設計及び

確認申請に当たっては、構造設計実務者等から告示及び 

運用に関する解説書と実務における技術基準の適用方法 

に関する解説書として「丸太組構法技術基準解説及び設

計・計算例」が刊行され、丸太組構法の技術資料として広

く普及し活用されております。 

今般、平成22 年度定例講習会として、丸太組構法技術

基準解説書（2003 年発刊）をテキストとして、丸太組構

法技術基準と設計・計算例について、また、最近の新たな

トピック（長期優良住宅認定基準への対応等）、防火関係

規定の緩和や耐火性能認定、基準整備事業等の技術開発動

向等について、テキストの執筆者から直接詳細に解説する

講習会を開催致します。 

丸太組構法に挑戦したいと考えている設計者、施工者等

の実務者、住宅メーカー・開発者の皆様におかれましては

是非ご受講くださいますようお願い申し上げます。 

開催日程 

テキスト 「丸太組構法技術基準解説及び設計・計算例（2003）」  
    

一般7,000円（税込） 情報交流正会員6,300円（税込） 
 

＊必要な方はご購入下さい。前納制です。 ※申し込み時にご正会員記入がない場合、会員価格になりません。 

注）以下は講習テキストではありませんが、参考書籍です。    

 
「住宅の内装防火設計マニュアル」 

 

一般4,200円（税込） 情報交流正会員3,780円（税込）  
 

※上記時間は休憩を含みます。都合により、時間割等が変更になる場合がありますので、あらかじめご了承下さい。 

20100729（表) 

■ 主催  財団法人日本建築センター  

「丸太組構法技術基準解説及び 

設計・計算例」講習会のご案内 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

－丸太組構法技術基準（平成14年制定）解説・設計計算例と最新トピック（長期優良住宅認定基準への対応等）、防火関係規定の緩和等を解説する１日講習会－ 

平成22年12月 

受 講 料 11,000円（税込・テキスト代含まず） ＊前納制です。 

参考書籍 

■協賛（予定）(社)日本ログハウス協会 (財)建築技術教育普及センター (社)全国中小建築工事業団体連合会 (社) 日本建築家協会 

(社)日本建築学会 (社)日本建築構造技術者協会 (社)日本建築士会連合会 (社)東京建築士会 (社)日本建築士事務所協会連合会  
(社)東京都建築士事務所協会 (社)プレハブ建築協会 （社）日本ツーバイフォー建築協会 （社）日本木造住宅産業協会  
（社）住宅生産団体連合会  
 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

参加会場         １．東京 12月9日(木)  吉野石膏虎ノ門ビル ３Ｆ大会議室 

入金方法   □銀行振込   □コンビニ決済※手数料無料   □郵便振替※手数料無料    

参加者氏名(ﾌﾘｶﾞﾅ)（本紙1枚につき1名お申し込み下さい。） 情報交流会正会員番号      

     Ｅ      ―                      

（＊申し込み時にご記入がない場合、テキストは会員価格になりません。 ） 

請求書宛名（勤務先名）                   （部署名） 

請求書送付先住所（〒   －    ）※送付先の住所は必ずご記入ください。 

□勤務先送付 □ご自宅送付 

 ※チェックしてください 

連 絡 先 

*FAXは必須 

ＴＥＬ ＦＡＸ 

メールアドレス 

業 種（○印をして下さい。）１．建設業 ２．設計事務所 ３．指定確認検査機関 ４．行政庁 ５．不動産業 ６．住宅ﾒｰｶ ・ー工務店７．その他(        ) 

丸太組構法の利用状況等について、該当するものを○印で囲んでください  １．初心者  ２．内容は理解  ３．業務等で利用 

 

「※必須：申込内容で該当するものにチェックをつけてください」 

テキスト「丸太組構法技術基準解説及び設計・計算例（2003）」  参考書籍「住宅の内装防火設計マニュアル」 

 受講料 テキスト 参考書籍 合計 チェック欄 

 
 

一般 

 
 

11,000円 
 

7,000円 4,200円 22,200円  

7,000円 不要 18,000円  

不要 4,200円 15,200円  

不要 不要 11,000円  

 
 
情報交流会正会員 

 
 

11,000円 
 

6,300円 3,780円 21,080円  

6,300円 不要 17,300円  

不要 3,780円 14,780円  

不要 不要 11,000円  

丸太20100729(裏)IT 
FAXで下記の参加申込用紙 に必要事項をご記入の上、FAXでお申し込み下さい。 

ホームページ（http://www.bcj.or.jp）でも、受付中です。 

（財）日本建築センター／情報事業部 TEL：03-5816-7523 〒101-8986 東京都千代田区外神田6-1-8 問合せ先 

受講料の支払方法を【銀行振込】、【コンビニ決済】、【郵便振

替】からご指定下さい。【コンビニ決済】、【郵便振替】の手数料は

無料です。【銀行振込】の手数料は、誠に恐縮ですが、お客様

がご負担下さい。 

① 

参加申込用紙 申込先ＦＡＸ： ０３－５８１６－７５４５ 

「丸太組構法技術基準解説及び設計・計算例」講習会を申込みます。 
 

日通ｷｬﾋﾟﾀﾙ（集金代行）から【請求書】をお送りしますので、で

きるだけすみやかにお支払い下さい。 

【請求書】は “１申込みにつき１枚” 発行します。複数の請求を

まとめて支払う場合や、金額を訂正する場合は、必ず事前に下

記の問合せ先にご連絡下さい。 

※事前のご連絡がない場合、受講者の特定ができなく 

なるため、【参加証】をお送りすることができません。 

② 

入金確認後に【参加証】を FAX でお送りします。申込時に

FAX 番号を必ずご登録下さい。参加証の発行をもって受講の確

定となります。定員に達し次第、受付を終了いたします。【参加

証】は、セミナー当日忘れずに受付にご提出下さい。 

③ 

不可抗力によりセミナーが中止となった場合は、受講料を払

い戻します。上記以外の理由による入金後のキャンセル、変

更、払い戻しはいたしません。 

④ 

 振込用紙に記載されている振込期限を過ぎても手続きをされない場

合には、自動的にキャンセルになります。再度、お申し込みされる場

合は再発行手数料をいただくことがありますのでご注意下さい。 

⑤

お預かりした個人情報は、本ｾﾐﾅｰの受付、運営及び当財団のｻｰﾋﾞｽに関する情報提供のために使用するとともに、個人情報保護法に基づき、適正に管理いたします。請求書発送等の業務を外部に委託することが

ありますが、委託先につきましては、適切な事業者を選定し、秘密保持、安全管理等についての契約を締結して、適切な監督を行います。 


